
カ
ニ
供
養
の
『
蟹
満
寺
』 

清
水 

勝 

 

コ
ロ
ナ
も
少
し
収
ま
っ
た
と
し
て
、
京
都
・
奈
良
・
近
江
へ
紅
葉
を
求
め
て
出
掛
け
た
。 

ま
ず
は
京
都
。
大
内
小
学
校
時
代
の
級
友
に
案
内
さ
れ
、
祇
園
新
橋
通
り
か
ら
細
い
路
地
沿
い
に

あ
る
粋
な
割
烹
『
舞
扇
』
に
行
っ
た
。
白
木
造
り
の
店
内
は
明
る
く
、
出
て
く
る
料
理
が
輝
い
て
見

え
る
。
越
前
ガ
ニ
、
フ
グ
料
理
、
ク
エ
、
ア
ワ
ビ
等
々
、
最
後
に
は
ス
ッ
ポ
ン
料
理
で
、
目
も
舌
も

心
も
大
満
足
。 

翌
日
は
、
美
味
し
い
越
前
ガ
ニ
を
頂
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
お
礼
と
供
養
を
兼
ね
て
ユ
ニ
ー
ク
な

名
前
の
寺
『
蟹
満
寺
』
に
向
か
っ
た
。 

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
無
人
駅
「
棚
倉
駅
」
に
降
り
た
の
は
私
ひ
と
り
。
駅
前
で
蟹
を
描
い
た
石
碑
が
迎

え
て
く
れ
た
。
そ
の
近
く
に
は
湧
出
宮
と
い
う
神
社
が
あ
り
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。 ス

マ
ホ
の
地
図
を
片
手
に
小
さ
な
集
落
の
続
く
田
舎
道
を
二
十
分
ほ
ど
歩
く
と
『
蟹
満
寺
』
に
着

い
た
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
お
寺
と
思
い
き
や
、
見
る
も
の
が
全
て
カ
ニ

尽
く
し
だ
。
灯
篭
、
お
賽
銭
箱
に
も
蟹
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
堂
も
カ
ニ
の
模
様
や
彫
刻
、
カ
ニ
の

像
や
絵
が
飾
ら
れ
て
い
た
。 

本
堂
で
住
職
か
ら
、
「
今
昔
物
語
」
巻
十
六
に
「
山
城
国
女
人
依
観
音
助
遁
蛇
難
語
」
（
山
城
の

国
女
人
、
観
音
の
助
け
に
依
り
て
蛇
の
難
を
逃
れ
た
る
こ
と
）
と
記
さ
れ
た
説
話
の
説
明
を
受
け

た
。 内

容
は
、
山
城
の
国
に
慈
悲
深
い
女
の
子
が
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
蟹
を
救
い
、
後
日
、
大
蛇
に
襲

わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
多
く
の
沢
蟹
が
蛇
を
切
り
刻
ん
で
女
の
子
を
救
っ
た
と
い
う
「
蟹
の
恩

返
し
」
の
話
で
、
そ
の
時
に
亡
く
な
っ
た
大
蛇
と
無
数
の
蟹
の
霊
を
弔
う
た
め
に
御
堂
を
建
て
観
音

さ
ん
を
祀
っ
た
と
蟹
満
寺
縁
起
に
書
か
れ
て
い
る
。 

毎
年
四
月
十
八
日
は
、
こ
の
縁
起
に
因
ん
で
蟹
供
養
放
生
会
が
開
催
さ
れ
、
カ
ニ
料
理
店
や
水
産

業
者
が
集
ま
っ
て
、
毛
ガ
ニ
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
を
奉
納
し
、
サ
ワ
ガ
ニ
を
放
流
し
て
カ
ニ
に
感
謝
す
る

カ
ニ
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

正
直
に
言
っ
て
、
寺
名
が
珍
し
い
だ
け
で
境
内
は
狭
く
紅
葉
の
樹
は
一
本
も
な
く
、
期
待
外
れ
で

は
あ
っ
た
が
、
蟹
へ
の
感
謝
と
今
昔
物
語
に
接
し
ら
れ
た
の
は
良
か
っ
た
。 

紅
葉
は
こ
の
後
に
訪
ね
る
『
正
暦
寺
』
『
湖
東
三
山
』
に
任
せ
よ
う
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